
議

案

第

三

十

二

号

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

二

十

二

年

六

月

五

日

提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。第

二

十

五

条

の

次

に

次

の

二

条

を

加

え

る

。

（

区

民

税

に

係

る

給

与

所

得

者

の

扶

養

親

族

申

告

書

）

第

二

十

五

条

の

二

所

得

税

法

第

百

九

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

給

与

所

得

者

」

と

い

う

。

）

で

区

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

は

、

当

該

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

同

項

の

給

与

等

の

支

払

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

給

与

支

払

者

」

と

い

う

。

）

か

ら

毎

年

最

初

に

給

与

の

支

払

を

受

け

る

日

の

前

日

ま

で

に

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

申

告

書

を

、

当

該

給

与

支

払

者

を

経

由

し

て

、

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

当

該

給

与

支

払

者

の

氏

名

又

は

名

称

二

扶

養

親

族

の

氏

名

三

そ

の

他

施

行

規

則

で

定

め

る

事

項



２

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

し

た

給

与

所

得

者

で

区

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

は

、

そ

の

年

の

中

途

に

お

い

て

当

該

申

告

書

に

記

載

し

た

事

項

に

つ

い

て

異

動

を

生

じ

た

場

合

に

は

、

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

二

第

一

項

の

給

与

支

払

者

か

ら

そ

の

異

動

を

生

じ

た

日

後

最

初

に

給

与

の

支

払

を

受

け

る

日

の

前

日

ま

で

に

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

そ

の

異

動

の

内

容

そ

の

他

施

行

規

則

で

定

め

る

事

項

を

記

載

し

た

申

告

書

を

、

当

該

給

与

支

払

者

を

経

由

し

て

、

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

前

二

項

の

場

合

に

お

い

て

、

こ

れ

ら

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

が

そ

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

給

与

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

は

、

そ

の

申

告

書

は

、

そ

の

受

理

さ

れ

た

日

に

区

長

に

提

出

さ

れ

た

も

の

と

み

な

す

。

４

給

与

所

得

者

は

、

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

給

与

支

払

者

が

所

得

税

法

第

百

九

十

八

条

第

二

項

に

規

定

す

る

納

税

地

の

所

轄

税

務

署

長

の

承

認

を

受

け

て

い

る

場

合

に

は

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

申

告

書

の

提

出

に

代

え

て

、

当

該

給

与

支

払

者

に

対

し

、

当

該

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

電

磁

的

方

法

（

電

子

情

報

処

理

組

織

を

使

用

す

る

方

法

そ

の

他

の

情

報

通

信

の

技

術

を

利

用

す

る

方

法

で

あ

つ

て

施

行

規

則

で

定

め

る

も

の

を

い

う

。

次

条

第

四

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

よ

り

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

三

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

申

告

書

が

」

と

あ

る

の

は

「

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

」

と

、

「

給

与

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

」

と

あ

る

の

は

「

給

与

支

払

者

が

提

供

を

受

け

た

と

き

」

と

、

「

受

理

さ

れ

た

日

」

と

あ

る

の

は

「

提

供

を

受

け

た

日

」

と

す

る

。

（

区

民

税

に

係

る

公

的

年

金

等

受

給

者

の

扶

養

親

族

申

告

書

）



第

二

十

五

条

の

三

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

五

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

公

的

年

金

等

受

給

者

」

と

い

う

。

）

で

区

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

は

、

当

該

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

同

項

の

公

的

年

金

等

の

支

払

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

公

的

年

金

等

支

払

者

」

と

い

う

。

）

か

ら

毎

年

最

初

に

同

項

に

規

定

す

る

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受

け

る

日

の

前

日

ま

で

に

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

申

告

書

を

、

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

を

経

由

し

て

、

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

の

名

称

二

扶

養

親

族

の

氏

名

三

そ

の

他

施

行

規

則

で

定

め

る

事

項

２

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

公

的

年

金

等

支

払

者

を

経

由

し

て

提

出

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

が

そ

の

年

の

前

年

に

お

い

て

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

を

経

由

し

て

提

出

し

た

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

に

記

載

し

た

事

項

と

異

動

が

な

い

と

き

は

、

公

的

年

金

等

受

給

者

は

、

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

が

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

五

第

二

項

に

規

定

す

る

国

税

庁

長

官

の

承

認

を

受

け

て

い

る

場

合

に

限

り

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

記

載

す

べ

き

事

項

に

代

え

て

当

該

異

動

が

な

い

旨

を

記

載

し

た

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

３

第

一

項

の

場

合

に

お

い

て

、

同

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

が

そ

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

公

的

年

金

等

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

は

、

そ

の

申

告

書

は

、

そ

の

受

理

さ

れ

た

日

に

区

長

に

提

出

さ

れ

た



も

の

と

み

な

す

。

４

公

的

年

金

等

受

給

者

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

公

的

年

金

等

支

払

者

が

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

五

第

四

項

に

規

定

す

る

納

税

地

の

所

轄

税

務

署

長

の

承

認

を

受

け

て

い

る

場

合

に

は

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

申

告

書

の

提

出

に

代

え

て

、

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

に

対

し

、

当

該

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

電

磁

的

方

法

に

よ

り

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

三

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

申

告

書

が

」

と

あ

る

の

は

「

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

」

と

、

「

公

的

年

金

等

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

」

と

あ

る

の

は

「

公

的

年

金

等

支

払

者

が

提

供

を

受

け

た

と

き

」

と

、

「

受

理

さ

れ

た

日

」

と

あ

る

の

は

「

提

供

を

受

け

た

日

」

と

す

る

。

第

三

十

三

条

第

二

項

中

「

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

」

を

削

り

、

「

前

項

の

規

定

」

を

「

同

項

の

規

定

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

」

を

削

り

、

同

条

中

第

五

項

を

第

六

項

と

し

、

第

四

項

を

第

五

項

と

し

、

第

三

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

４

第

一

項

の

給

与

所

得

者

が

前

年

中

に

お

い

て

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受

け

た

者

で

あ

り

、

か

つ

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

老

齢

等

年

金

給

付

の

支

払

を

受

け

て

い

る

年

齢

六

十

五

歳

以

上

の

者

で

あ

る

場

合

に

お

け

る

前

二

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

規

定

中

「

給

与

所

得

以

外

」

と

あ

る

の

は

、

「

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

」

と

す

る

。

第

三

十

四

条

第

一

項

中

「

前

条

第

四

項

」

を

「

前

条

第

五

項

」

に

改

め

る

。

第

五

十

一

条

中

「

三

千

二

百

九

十

八

円

」

を

「

四

千

六

百

十

八

円

」

に

改

め

る

。



附

則

第

六

条

の

二

第

一

項

中

「

千

五

百

六

十

四

円

」

を

「

二

千

百

九

十

円

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

三

条

の

三

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

（

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

譲

渡

に

係

る

区

民

税

の

所

得

計

算

の

特

例

）

第

十

三

条

の

三

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

四

第

五

項

第

二

号

に

規

定

す

る

非

課

税

上

場

株

式

等

管

理

契

約

（

次

項

に

お

い

て

「

非

課

税

上

場

株

式

等

管

理

契

約

」

と

い

う

。

）

に

基

づ

き

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

（

そ

の

者

が

二

以

上

の

同

条

第

五

項

第

一

号

に

規

定

す

る

非

課

税

口

座

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

非

課

税

口

座

」

と

い

う

。

）

を

有

す

る

場

合

に

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

非

課

税

口

座

に

係

る

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

譲

渡

を

し

た

場

合

に

は

、

令

附

則

第

十

八

条

の

六

の

二

第

三

項

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

当

該

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

以

外

の

同

法

第

三

十

七

条

の

十

第

二

項

に

規

定

す

る

株

式

等

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

を

区

分

し

て

、

こ

れ

ら

の

金

額

を

計

算

す

る

も

の

と

す

る

。

２

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

四

第

四

項

各

号

に

掲

げ

る

事

由

に

よ

り

、

非

課

税

口

座

か

ら

の

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

一

部

又

は

全

部

の

払

出

し

（

振

替

に

よ

る

も

の

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

が

あ

つ

た

場

合

に

は

、

当

該

払

出

し

が

あ

つ

た

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

に

つ

い

て

は

、

そ

の

事

由

が

生

じ

た

時

に

、

令

附

則

第

十

八

条

の

六

の

二

第

二

項

で

定

め

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

払

出

し

時

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

よ

り

非

課

税

上

場

株

式

等

管

理

契

約

に

基

づ

く

譲

渡

が

あ

つ

た

も

の

と

、

同

法

第

三

十

七

条

の

十

四

第

四

項

第

一

号

に

掲

げ

る

移

管

、

返

還

又

は

廃

止

に

よ

る

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

払

出

し

が

あ

つ

た

非

課

税

口

座

を

開

設

し

、

又

は

開

設

し

て

い



た

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

は

、

当

該

移

管

、

返

還

又

は

廃

止

に

よ

る

払

出

し

が

あ

つ

た

時

に

、

そ

の

払

出

し

時

の

金

額

を

も

つ

て

当

該

移

管

、

返

還

又

は

廃

止

に

よ

る

払

出

し

が

あ

つ

た

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

数

に

相

当

す

る

数

の

当

該

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

と

同

一

銘

柄

の

同

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

三

第

二

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

の

取

得

を

し

た

も

の

と

そ

れ

ぞ

れ

み

な

し

て

、

前

項

及

び

附

則

第

十

三

条

の

規

定

そ

の

他

の

こ

の

条

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

中

「

租

税

条

約

の

実

施

に

伴

う

所

得

税

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

る

法

律

」

を

「

租

税

条

約

等

の

実

施

に

伴

う

所

得

税

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

る

法

律

」

に

、

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

」

を

「

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

第

三

号

、

第

三

項

及

び

第

五

項

第

三

号

中

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

」

を

「

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

」

に

改

め

、

同

条

第

六

項

中

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

」

を

「

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

」

に

、

「

租

税

条

約

の

実

施

に

伴

う

所

得

税

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

る

法

律

」

を

「

租

税

条

約

等

の

実

施

に

伴

う

所

得

税

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

る

法

律

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

四

条

の

五

第

一

項

中

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

」

を

「

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

」

に

改

め

る

。

附

則

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

規

定

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。

一

第

五

十

一

条

の

改

正

規

定

及

び

附

則

第

六

条

の

二

第

一

項

の

改

正

規

定

並

び

に

附

則

第

三

条

の

規

定

平

成

二

十

二

年

十

月

一

日

二

第

二

十

五

条

の

次

に

二

条

を

加

え

る

改

正

規

定

並

び

に

第

三

十

三

条

及

び

第

三

十

四

条

第

一

項

の



改

正

規

定

並

び

に

次

条

第

二

項

か

ら

第

五

項

ま

で

の

規

定

平

成

二

十

三

年

一

月

一

日

三

附

則

第

十

三

条

の

三

の

改

正

規

定

及

び

次

条

第

六

項

の

規

定

平

成

二

十

五

年

一

月

一

日

第

二

条

別

段

の

定

め

が

あ

る

も

の

を

除

き

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

（

以

下

「

新

条

例

」

と

い

う

。

）

の

規

定

中

区

民

税

に

関

す

る

部

分

は

、

平

成

二

十

二

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

適

用

し

、

平

成

二

十

一

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

２

新

条

例

第

二

十

五

条

の

二

の

規

定

は

、

平

成

二

十

三

年

一

月

一

日

以

後

に

提

出

す

る

同

条

第

一

項

及

び

第

二

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

３

新

条

例

第

二

十

五

条

の

三

の

規

定

は

、

平

成

二

十

三

年

一

月

一

日

以

後

に

提

出

す

る

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

４

平

成

二

十

三

年

中

に

新

条

例

第

二

十

五

条

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

同

条

第

二

項

中

「

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

に

記

載

し

た

事

項

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

税

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

二

年

法

律

第

六

号

）

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

五

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

し

た

同

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

含

む

。

）

に

記

載

し

た

事

項

の

う

ち

前

項

各

号

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

に

相

当

す

る

も

の

」

と

し

て

同

項

の

規

定

を

適

用

す

る

。

５

新

条

例

第

三

十

三

条

第

二

項

か

ら

第

六

項

ま

で

及

び

第

三

十

四

条

第

一

項

の

規

定

は

、

平

成

二

十

三

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

適

用

し

、

平

成

二

十

二

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。



６

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

三

の

規

定

は

、

平

成

二

十

五

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

第

三

条

平

成

二

十

二

年

十

月

一

日

（

次

項

及

び

第

三

項

に

お

い

て

「

指

定

日

」

と

い

う

。

）

前

に

課

し

た

、

又

は

課

す

べ

き

で

あ

っ

た

特

別

区

た

ば

こ

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

２

指

定

日

前

に

地

方

税

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

二

十

六

号

）

第

四

百

六

十

五

条

第

一

項

の

売

渡

し

又

は

同

条

第

二

項

の

売

渡

し

若

し

く

は

消

費

等

（

同

法

第

四

百

六

十

九

条

第

一

項

第

一

号

及

び

第

二

号

に

規

定

す

る

売

渡

し

を

除

く

。

）

が

行

わ

れ

た

製

造

た

ば

こ

を

指

定

日

に

販

売

の

た

め

所

持

す

る

卸

売

販

売

業

者

等

（

新

条

例

第

四

十

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

卸

売

販

売

業

者

等

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

及

び

第

六

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

又

は

小

売

販

売

業

者

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

、

こ

れ

ら

の

者

が

所

得

税

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

二

年

法

律

第

六

号

）

附

則

第

三

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

製

造

た

ば

こ

の

製

造

者

と

し

て

当

該

製

造

た

ば

こ

を

指

定

日

に

こ

れ

ら

の

者

の

製

造

た

ば

こ

の

製

造

場

か

ら

移

出

し

た

も

の

と

み

な

し

て

同

項

の

規

定

に

よ

り

た

ば

こ

税

を

課

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

と

き

は

、

こ

れ

ら

の

者

が

卸

売

販

売

業

者

等

と

し

て

当

該

製

造

た

ば

こ

（

こ

れ

ら

の

者

が

卸

売

販

売

業

者

等

で

あ

る

場

合

に

は

区

の

区

域

内

に

所

在

す

る

貯

蔵

場

所

、

こ

れ

ら

の

者

が

小

売

販

売

業

者

で

あ

る

場

合

に

は

区

の

区

域

内

に

所

在

す

る

当

該

製

造

た

ば

こ

を

直

接

管

理

す

る

営

業

所

に

お

い

て

所

持

さ

れ

る

も

の

に

限

る

。

）

を

指

定

日

に

区

の

区

域

内

に

営

業

所

の

所

在

す

る

小

売

販

売

業

者

に

売

り

渡

し

た

も

の

と

み

な

し

て

、

こ

れ

ら

の

者

に

特

別

区

た

ば

こ

税

を

課

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

け

る

特

別

区

た

ば

こ

税

の

課

税

標

準

は

、

当

該

売

り

渡

し

た

も

の

と

み

な

さ

れ

る

製

造

た

ば

こ

の

本

数

と

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

製

造

た

ば

こ

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

税

率

に

よ

り

特

別

区

た

ば

こ

税

を

課

す

る

。

一

製

造

た

ば

こ

（

次

号

に

掲

げ

る

製

造

た

ば

こ

を

除

く

。

）

千

本

に

つ

き

千

三

百

二

十

円



二

新

条

例

附

則

第

六

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

紙

巻

た

ば

こ

千

本

に

つ

き

六

百

二

十

六

円

３

前

項

に

規

定

す

る

者

は

、

同

項

に

規

定

す

る

貯

蔵

場

所

又

は

営

業

所

ご

と

に

、

地

方

税

法

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

二

十

二

年

総

務

省

令

第

二

十

七

号

）

別

記

第

二

号

様

式

に

よ

る

申

告

書

を

指

定

日

か

ら

起

算

し

て

一

月

以

内

に

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

前

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

し

た

者

は

、

平

成

二

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

に

、

そ

の

申

告

に

係

る

税

金

を

地

方

税

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

九

年

総

理

府

令

第

二

十

三

号

。

第

六

項

に

お

い

て

「

施

行

規

則

」

と

い

う

。

）

第

三

十

四

号

の

二

の

五

様

式

に

よ

る

納

付

書

に

よ

っ

て

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

区

た

ば

こ

税

を

課

す

る

場

合

に

は

、

同

項

か

ら

前

項

ま

で

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

新

条

例

第

八

条

、

第

五

十

条

第

二

項

、

第

五

十

二

条

の

三

第

四

項

及

び

第

五

項

並

び

に

第

五

十

三

条

の

規

定

を

適

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

新

条

例

第

五

十

条

第

二

項

中

「

前

項

」

と

あ

る

の

は

「

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

平

成

二

十

二

年

杉

並

区

条

例

第

号

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

「

平

成

二

十

二

年

改

正

条

例

」

と

い

う

。

）

附

則

第

三

条

第

二

項

」

と

、

新

条

例

第

五

十

二

条

の

三

第

四

項

中

「

施

行

規

則

第

三

十

四

号

の

二

様

式

又

は

第

三

十

四

号

の

二

の

二

様

式

」

と

あ

る

の

は

「

地

方

税

法

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

二

十

二

年

総

務

省

令

第

二

十

七

号

）

別

記

第

二

号

様

式

」

と

、

同

条

第

五

項

中

「

第

一

項

又

は

第

二

項

」

と

あ

る

の

は

「

平

成

二

十

二

年

改

正

条

例

附

則

第

三

条

第

四

項

」

と

、

新

条

例

第

五

十

三

条

第

二

項

中

「

第

五

十

二

条

の

三

第

一

項

又

は

第

二

項

」

と

あ

る

の

は

「

平

成

二

十

二

年

改

正

条

例

附

則

第

三

条

第

四

項

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

６

卸

売

販

売

業

者

等

が

、

販

売

契

約

の

解

除

そ

の

他

や

む

を

得

な

い

理

由

に

よ

り

、

区

の

区

域

内

に

営



業

所

の

所

在

す

る

小

売

販

売

業

者

に

売

り

渡

し

た

製

造

た

ば

こ

の

う

ち

、

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

区

た

ば

こ

税

を

課

さ

れ

た

、

又

は

課

さ

れ

る

べ

き

も

の

の

返

還

を

受

け

た

場

合

に

は

、

当

該

特

別

区

た

ば

こ

税

に

相

当

す

る

金

額

を

、

新

条

例

第

五

十

二

条

の

四

の

規

定

に

準

じ

て

、

同

条

の

規

定

に

よ

り

当

該

製

造

た

ば

こ

に

つ

き

納

付

さ

れ

た

、

又

は

納

付

さ

れ

る

べ

き

特

別

区

た

ば

こ

税

額

に

相

当

す

る

金

額

に

係

る

控

除

又

は

還

付

に

併

せ

て

、

当

該

卸

売

販

売

業

者

等

に

係

る

特

別

区

た

ば

こ

税

額

か

ら

控

除

し

、

又

は

当

該

卸

売

販

売

業

者

等

に

還

付

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

卸

売

販

売

業

者

等

が

新

条

例

第

五

十

二

条

の

三

第

一

項

か

ら

第

三

項

ま

で

の

規

定

に

よ

り

区

長

に

提

出

す

べ

き

申

告

書

に

は

、

当

該

返

還

に

係

る

製

造

た

ば

こ

の

品

目

ご

と

の

数

量

に

つ

い

て

の

明

細

を

記

載

し

た

施

行

規

則

第

十

六

号

の

五

様

式

に

よ

る

書

類

を

添

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

提

案

理

由

）

給

与

所

得

者

等

に

係

る

扶

養

親

族

申

告

書

の

提

出

に

関

す

る

規

定

を

設

け

る

等

の

必

要

が

あ

る

。



- 1 -

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

新

旧

対

照

表

新

条

例

旧

条

例

（

区

民

税

に

係

る

給

与

所

得

者

の

扶

養

親

族

申

告

書

）

第

二

十

五

条

の

二

所

得

税

法

第

百

九

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

給

与

所

得

者

」

と

い

う

。

）

で

区

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

は

、

当

該

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

同

項

の

給

与

等

の

支

払

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

給

与

支

払

者

」

と

い

う

。

）

か

ら

毎

年

最

初

に

給

与

の

支

払

を

受

け

る

日

の

前

日

ま

で

に

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

申

告

書

を

、

当

該

給

与

支

払

者

を

経

由

し

て

、

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

当

該

給

与

支

払

者

の

氏

名

又

は

名

称

二

扶

養

親

族

の

氏

名

資 料 １



- 2 -

三

そ

の

他

施

行

規

則

で

定

め

る

事

項

２

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

し

た

給

与

所

得

者

で

区

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

は

、

そ

の

年

の

中

途

に

お

い

て

当

該

申

告

書

に

記

載

し

た

事

項

に

つ

い

て

異

動

を

生

じ

た

場

合

に

は

、

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

二

第

一

項

の

給

与

支

払

者

か

ら

そ

の

異

動

を

生

じ

た

日

後

最

初

に

給

与

の

支

払

を

受

け

る

日

の

前

日

ま

で

に

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

そ

の

異

動

の

内

容

そ

の

他

施

行

規

則

で

定

め

る

事

項

を

記

載

し

た

申

告

書

を

、

当

該

給

与

支

払

者

を

経

由

し

て

、

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

前

二

項

の

場

合

に

お

い

て

、

こ

れ

ら

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

が

そ

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

給

与

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

は

、

そ

の

申

告

書

は

、

そ

の

受

理

さ

れ

た

日

に

区

長

に

提

出

さ

れ

た

も

の

と

み

な

す

。

４

給

与

所

得

者

は

、

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

給

与



- 3 -

支

払

者

が

所

得

税

法

第

百

九

十

八

条

第

二

項

に

規

定

す

る

納

税

地

の

所

轄

税

務

署

長

の

承

認

を

受

け

て

い

る

場

合

に

は

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

申

告

書

の

提

出

に

代

え

て

、

当

該

給

与

支

払

者

に

対

し

、

当

該

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

電

磁

的

方

法

（

電

子

情

報

処

理

組

織

を

使

用

す

る

方

法

そ

の

他

の

情

報

通

信

の

技

術

を

利

用

す

る

方

法

で

あ

つ

て

施

行

規

則

で

定

め

る

も

の

を

い

う

。

次

条

第

四

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

よ

り

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

三

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

申

告

書

が

」

と

あ

る

の

は

「

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

」

と

、

「

給

与

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

」

と

あ

る

の

は

「

給

与

支

払

者

が

提

供

を

受

け

た

と

き

」

と

、

「

受

理

さ

れ

た

日

」

と

あ

る

の

は

「

提

供

を

受

け

た

日

」

と

す

る

。

（

区

民

税

に

係

る

公

的

年

金

等

受

給

者

の

扶

養

親

族

申

告

書

）

第

二

十

五

条

の

三

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

五

第

資 料 １



- 4 -

一

項

の

規

定

に

よ

り

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

公

的

年

金

等

受

給

者

」

と

い

う

。

）

で

区

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

は

、

当

該

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

同

項

の

公

的

年

金

等

の

支

払

者

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

公

的

年

金

等

支

払

者

」

と

い

う

。

）

か

ら

毎

年

最

初

に

同

項

に

規

定

す

る

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受

け

る

日

の

前

日

ま

で

に

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

申

告

書

を

、

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

を

経

由

し

て

、

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

の

名

称

二

扶

養

親

族

の

氏

名

三

そ

の

他

施

行

規

則

で

定

め

る

事

項

２

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

公

的

年

金

等

支

払

者

を

経

由

し

て

提

出

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

が

そ

の

年

の

前

年

に

お

い

て

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

を

経

由

し

て

提

出

し
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た

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

に

記

載

し

た

事

項

と

異

動

が

な

い

と

き

は

、

公

的

年

金

等

受

給

者

は

、

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

が

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

五

第

二

項

に

規

定

す

る

国

税

庁

長

官

の

承

認

を

受

け

て

い

る

場

合

に

限

り

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

記

載

す

べ

き

事

項

に

代

え

て

当

該

異

動

が

な

い

旨

を

記

載

し

た

前

項

又

は

法

第

三

百

十

七

条

の

三

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

３

第

一

項

の

場

合

に

お

い

て

、

同

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

が

そ

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

公

的

年

金

等

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

は

、

そ

の

申

告

書

は

、

そ

の

受

理

さ

れ

た

日

に

区

長

に

提

出

さ

れ

た

も

の

と

み

な

す

。

４

公

的

年

金

等

受

給

者

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

公

的

年

金

等

支

払

者

が

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

五

第

四

項

に

規

定

す

る

納

税

地

の

所

轄

税

務

署

長

の

承

認

を

資 料 １
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受

け

て

い

る

場

合

に

は

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

申

告

書

の

提

出

に

代

え

て

、

当

該

公

的

年

金

等

支

払

者

に

対

し

、

当

該

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

電

磁

的

方

法

に

よ

り

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

三

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

申

告

書

が

」

と

あ

る

の

は

「

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

」

と

、

「

公

的

年

金

等

支

払

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

」

と

あ

る

の

は

「

公

的

年

金

等

支

払

者

が

提

供

を

受

け

た

と

き

」

と

、

「

受

理

さ

れ

た

日

」

と

あ

る

の

は

「

提

供

を

受

け

た

日

」

と

す

る

。

（

給

与

所

得

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

）

（

給

与

所

得

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

）

第

三

十

三

条

略

第

三

十

三

条

略

２

前

項

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

、

当

該

納

税

義

２

前

項

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

中

の

所

得

に

給

与

所

得

務

者

の

前

年

中

の

所

得

に

給

与

所

得

及

び

公

的

年

以

外

の

所

得

が

あ

る

場

合

に

お

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

給

与

所

得

い

て

は

、

当

該

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

同

項

の

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

前

項

の
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規

定

に

よ

つ

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

規

定

に

よ

つ

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

す

べ

き

給

与

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

に

加

算

し

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

額

の

合

算

額

に

加

算

し

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

た

だ

し

、

第

二

十

四

条

第

一

項

つ

て

徴

収

す

る

。

た

だ

し

、

第

二

十

四

条

第

一

項

の

申

告

書

に

給

与

所

得

の

申

告

書

に

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

普

通

徴

収

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

い

旨

の

記

載

が

あ

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

い

旨

の

記

載

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

３

前

項

本

文

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

所

得

者

の

給

３

前

項

本

文

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

所

得

者

の

給

与

所

得

以

外

の

所

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

と

な

つ

た

後

に

お

い

て

、

当

該

て

徴

収

す

る

こ

と

と

な

つ

た

後

に

お

い

て

、

当

該

給

与

所

得

者

に

つ

い

て

給

与

所

得

給

与

所

得

者

に

つ

い

て

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

の

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

の

全

部

又

は

一

部

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

全

部

又

は

一

部

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

適

当

で

な

い

と

認

め

ら

れ

る

特

別

収

す

る

こ

と

が

適

当

で

な

い

と

認

め

ら

れ

る

特

別

の

事

情

が

生

じ

た

た

め

当

該

給

与

所

得

者

か

ら

給

の

事

情

が

生

じ

た

た

め

当

該

給

与

所

得

者

か

ら

給

与

所

得

以

外

の

所

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

得

に

係

る

所

得

割

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

り

徴

収

す

る

こ

と

と

さ

れ

た

い

旨

収

の

方

法

に

よ

り

徴

収

す

る

こ

と

と

さ

れ

た

い

旨

資 料 １
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の

申

出

が

あ

つ

た

場

合

で

そ

の

事

情

が

や

む

を

得

の

申

出

が

あ

つ

た

場

合

で

そ

の

事

情

が

や

む

を

得

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

区

長

は

、

当

該

特

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

区

長

は

、

当

該

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

以

外

の

所

得

に

係

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

で

ま

だ

特

別

徴

収

に

よ

り

徴

収

し

て

る

所

得

割

額

で

ま

だ

特

別

徴

収

に

よ

り

徴

収

し

て

い

な

い

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

収

の

方

法

い

な

い

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

り

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

に

よ

り

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

４

第

一

項

の

給

与

所

得

者

が

前

年

中

に

お

い

て

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受

け

た

者

で

あ

り

、

か

つ

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

老

齢

等

年

金

給

付

の

支

払

を

受

け

て

い

る

年

齢

六

十

五

歳

以

上

の

者

で

あ

る

場

合

に

お

け

る

前

二

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

規

定

中

「

給

与

所

得

以

外

」

と

あ

る

の

は

、

「

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

」

と

す

る

。

５

略

４

略

６

略

５

略

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

義

務

者

の

指

定

等

）

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

義

務

者

の

指

定

等

）

第

三

十

四

条

前

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

第

三

十

四

条

前

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に
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よ

る

特

別

徴

収

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

務

よ

る

特

別

徴

収

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

同

条

第

一

項

者

は

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

同

条

第

一

項

の

納

税

義

務

者

に

対

し

て

給

与

の

支

払

を

す

る

者

の

納

税

義

務

者

に

対

し

て

給

与

の

支

払

を

す

る

者

（

法

人

で

な

い

社

団

又

は

財

団

で

代

表

者

又

は

管

（

法

人

で

な

い

社

団

又

は

財

団

で

代

表

者

又

は

管

理

人

の

定

め

の

あ

る

も

の

を

含

む

。

以

下

同

理

人

の

定

め

の

あ

る

も

の

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

（

他

の

区

市

町

村

内

に

お

い

て

給

与

の

支

じ

。

）

（

他

の

区

市

町

村

内

に

お

い

て

給

与

の

支

払

を

す

る

者

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

で

所

得

税

払

を

す

る

者

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

で

所

得

税

法

第

百

八

十

三

条

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

の

支

払

法

第

百

八

十

三

条

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

の

支

払

を

す

る

際

所

得

税

を

徴

収

し

て

納

付

す

る

義

務

が

を

す

る

際

所

得

税

を

徴

収

し

て

納

付

す

る

義

務

が

あ

る

も

の

と

し

、

前

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

特

あ

る

も

の

と

し

、

前

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

別

徴

収

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

同

項

の

当

該

給

与

所

得

者

に

対

し

て

新

た

に

給

与

同

項

の

当

該

給

与

所

得

者

に

対

し

て

新

た

に

給

与

の

支

払

を

す

る

者

と

な

つ

た

者

と

す

る

。

の

支

払

を

す

る

者

と

な

つ

た

者

と

す

る

。

２

略

２

略

（

た

ば

こ

税

の

税

率

）

（

た

ば

こ

税

の

税

率

）

第

五

十

一

条

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

千

本

に

つ

き

第

五

十

一

条

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

千

本

に

つ

き

四

千

六

百

十

八

円

と

す

る

。

三

千

二

百

九

十

八

円

と

す

る

。

附

則

附

則

（

た

ば

こ

税

の

税

率

の

特

例

）

（

た

ば

こ

税

の

税

率

の

特

例

）

第

六

条

の

二

た

ば

こ

事

業

法

附

則

第

二

条

の

規

定

第

六

条

の

二

た

ば

こ

事

業

法

附

則

第

二

条

の

規

定

資 料 １
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に

よ

る

廃

止

前

の

製

造

た

ば

こ

定

価

法

（

昭

和

四

に

よ

る

廃

止

前

の

製

造

た

ば

こ

定

価

法

（

昭

和

四

十

年

法

律

第

百

二

十

二

号

）

第

一

条

第

一

項

に

規

十

年

法

律

第

百

二

十

二

号

）

第

一

条

第

一

項

に

規

定

す

る

紙

巻

た

ば

こ

三

級

品

の

当

該

廃

止

の

時

に

定

す

る

紙

巻

た

ば

こ

三

級

品

の

当

該

廃

止

の

時

に

お

け

る

品

目

と

同

一

で

あ

る

喫

煙

用

の

紙

巻

た

ば

お

け

る

品

目

と

同

一

で

あ

る

喫

煙

用

の

紙

巻

た

ば

こ

に

係

る

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

第

五

十

一

条

の

こ

に

係

る

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

第

五

十

一

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

分

の

間

、

千

本

に

つ

き

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

分

の

間

、

千

本

に

つ

き

二

千

百

九

十

円

と

す

る

。

千

五

百

六

十

四

円

と

す

る

。

２

略

２

略

（

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

譲

渡

に

係

る

区

民

第

十

三

条

の

三

削

除

税

の

所

得

計

算

の

特

例

）

第

十

三

条

の

三

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

四

第

五

項

第

二

号

に

規

定

す

る

非

課

税

上

場

株

式

等

管

理

契

約

（

次

項

に

お

い

て

「

非

課

税

上

場

株

式

等

管

理

契

約

」

と

い

う

。

）

に

基

づ

き

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

（

そ

の

者

が

二

以

上

の

同

条

第

五

項

第

一

号

に

規

定

す

る

非

課

税

口

座

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

非

課

税

口

座

」

と

い

う

。

）

を

有

す

る

場

合

に

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

非

課

税

口

座

に

係

る

非

課

税

口
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座

内

上

場

株

式

等

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

譲

渡

を

し

た

場

合

に

は

、

令

附

則

第

十

八

条

の

六

の

二

第

三

項

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

当

該

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

以

外

の

同

法

第

三

十

七

条

の

十

第

二

項

に

規

定

す

る

株

式

等

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

を

区

分

し

て

、

こ

れ

ら

の

金

額

を

計

算

す

る

も

の

と

す

る

。

２

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

四

第

四

項

各

号

に

掲

げ

る

事

由

に

よ

り

、

非

課

税

口

座

か

ら

の

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

一

部

又

は

全

部

の

払

出

し

（

振

替

に

よ

る

も

の

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

が

あ

つ

た

場

合

に

は

、

当

該

払

出

し

が

あ

つ

た

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

に

つ

い

て

は

、

そ

の

事

由

が

生

じ

た

時

に

、

令

附

則

第

十

八

条

の

六

の

二

第

二

項

で

定

め

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

払

出

し

時

の

金

額

」

資 料 １



- 12 -

と

い

う

。

）

に

よ

り

非

課

税

上

場

株

式

等

管

理

契

約

に

基

づ

く

譲

渡

が

あ

つ

た

も

の

と

、

同

法

第

三

十

七

条

の

十

四

第

四

項

第

一

号

に

掲

げ

る

移

管

、

返

還

又

は

廃

止

に

よ

る

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

払

出

し

が

あ

つ

た

非

課

税

口

座

を

開

設

し

、

又

は

開

設

し

て

い

た

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

は

、

当

該

移

管

、

返

還

又

は

廃

止

に

よ

る

払

出

し

が

あ

つ

た

時

に

、

そ

の

払

出

し

時

の

金

額

を

も

つ

て

当

該

移

管

、

返

還

又

は

廃

止

に

よ

る

払

出

し

が

あ

つ

た

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

の

数

に

相

当

す

る

数

の

当

該

非

課

税

口

座

内

上

場

株

式

等

と

同

一

銘

柄

の

同

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

三

第

二

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

の

取

得

を

し

た

も

の

と

そ

れ

ぞ

れ

み

な

し

て

、

前

項

及

び

附

則

第

十

三

条

の

規

定

そ

の

他

の

こ

の

条

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

（

条

約

適

用

利

子

等

及

び

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

（

条

約

適

用

利

子

等

及

び

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

四

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

第

十

四

条

の

四

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

租

税

条

約

等

の

実

施

に

伴

う

所

得

受

け

る

べ

き

租

税

条

約

の

実

施

に

伴

う

所

得

税
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税

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

す

る

法

律

（

昭

和

四

十

四

年

法

律

第

四

十

六

号

。

る

法

律

（

昭

和

四

十

四

年

法

律

第

四

十

六

号

。

以

下

「

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

」

と

い

う

。

）

以

下

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

」

と

い

う

。

）

第

三

条

の

二

の

二

第

十

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

第

三

条

の

二

の

二

第

十

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

利

子

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

条

利

子

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

そ

の

前

年

中

の

同

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

利

子

そ

の

前

年

中

の

同

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

利

子

等

の

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

利

等

の

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

利

子

等

の

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

利

子

等

の

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

利

子

等

の

額

（

次

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

子

等

の

額

（

次

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

え

ら

れ

た

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

の

税

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

の

税

率

か

ら

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

一

項

に

規

定

す

率

か

ら

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

限

度

税

率

（

第

三

項

に

お

い

て

「

限

度

税

率

」

る

限

度

税

率

（

第

三

項

に

お

い

て

「

限

度

税

率

」

と

い

う

。

）

を

控

除

し

て

得

た

率

に

五

分

の

三

を

と

い

う

。

）

を

控

除

し

て

得

た

率

に

五

分

の

三

を

乗

じ

て

得

た

率

（

当

該

納

税

義

務

者

が

同

条

第

三

乗

じ

て

得

た

率

（

当

該

納

税

義

務

者

が

同

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

に

は

、

百

分

の

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

に

は

、

百

分

の

三

の

税

率

）

を

乗

じ

て

計

算

し

た

金

額

に

相

当

す

三

の

税

率

）

を

乗

じ

て

計

算

し

た

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

資 料 １
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定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

及

び

二

略

一

及

び

二

略

三

第

二

十

二

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

三

第

二

十

二

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

ま

た

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

同

条

中

「

ま

た

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

又

は

附

則

第

十

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

又

は

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

利

子

四

条

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

利

子

等

の

額

」

と

、

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

」

等

の

額

」

と

、

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

若

し

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

若

し

く

は

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

第

く

は

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

第

十

六

項

に

規

定

す

る

特

定

利

子

に

係

る

利

子

所

十

六

項

に

規

定

す

る

特

定

利

子

に

係

る

利

子

所

得

の

金

額

、

同

条

第

十

八

項

に

規

定

す

る

特

定

得

の

金

額

、

同

条

第

十

八

項

に

規

定

す

る

特

定

収

益

分

配

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

、

同

条

第

収

益

分

配

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

、

同

条

第

二

十

二

項

に

規

定

す

る

特

定

懸

賞

金

等

に

係

る

二

十

二

項

に

規

定

す

る

特

定

懸

賞

金

等

に

係

る

一

時

所

得

の

金

額

若

し

く

は

同

条

第

二

十

四

項

一

時

所

得

の

金

額

若

し

く

は

同

条

第

二

十

四

項

に

規

定

す

る

特

定

給

付

補

て

ん

金

等

に

係

る

雑

に

規

定

す

る

特

定

給

付

補

て

ん

金

等

に

係

る

雑

所

得

等

の

金

額

」

と

す

る

。

所

得

等

の

金

額

」

と

す

る

。

四

略

四

略

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

次

項

に

お

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

次

項

に

お
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い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

は

て

は

、

第

十

六

条

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

条

約

適

用

し

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

適

用

配

当

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

九

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

そ

の

前

年

中

の

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

し

、

そ

の

前

年

中

の

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

以

下

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

の

額

」

と

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

の

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

第

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

第

五

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

五

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

の

税

率

か

ら

限

度

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

の

税

率

か

ら

限

度

税

率

を

控

除

し

て

得

た

率

に

五

分

の

三

を

乗

じ

て

税

率

を

控

除

し

て

得

た

率

に

五

分

の

三

を

乗

じ

て

得

た

率

（

当

該

納

税

義

務

者

が

同

法

第

三

条

の

二

得

た

率

（

当

該

納

税

義

務

者

が

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

三

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

に

の

二

第

三

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

に

は

、

百

分

の

三

の

税

率

）

を

乗

じ

て

計

算

し

た

金

は

、

百

分

の

三

の

税

率

）

を

乗

じ

て

計

算

し

た

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

４

略

４

略

５

第

三

項

後

段

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

５

第

三

項

後

段

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

資 料 １



- 16 -

一

及

び

二

略

一

及

び

二

略

三

第

二

十

二

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

三

第

二

十

二

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

ま

た

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

同

条

中

「

ま

た

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

又

は

附

則

第

十

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

又

は

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

四

条

の

四

第

三

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

の

額

」

と

、

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

」

等

の

額

」

と

、

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

若

し

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

若

し

く

は

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

第

く

は

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

第

二

十

項

に

規

定

す

る

申

告

不

要

特

定

配

当

等

に

二

十

項

に

規

定

す

る

申

告

不

要

特

定

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

す

る

。

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

す

る

。

四

略

四

略

６

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

６

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

（

第

三

項

後

段

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

（

第

三

項

後

段

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

け

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

け

る

第

二

十

一

条

の

二

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

る

第

二

十

一

条

の

二

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

又

は

同

条

第

六

項

」

と

あ

は

、

同

条

第

一

項

中

「

又

は

同

条

第

六

項

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

る

の

は

「

若

し

く

は

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

以

下

「

条

約

適

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

以

下

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

係

る

所

得

が

生

じ

た

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

係

る

所

得

が

生

じ

た

年

の

翌

年

の

四

月

一

日

の

属

す

る

年

度

分

の

第

二

年

の

翌

年

の

四

月

一

日

の

属

す

る

年

度

分

の

第

二
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十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

そ

の

提

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

及

び

そ

の

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

及

び

そ

の

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

第

二

十

五

条

第

一

項

の

確

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

第

二

十

五

条

第

一

項

の

確

定

申

告

書

を

含

む

。

）

に

こ

の

項

の

規

定

の

適

用

定

申

告

書

を

含

む

。

）

に

こ

の

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

旨

及

び

当

該

条

約

適

用

配

当

を

受

け

よ

う

と

す

る

旨

及

び

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

所

得

の

明

細

に

関

す

る

事

項

の

記

載

が

等

に

係

る

所

得

の

明

細

に

関

す

る

事

項

の

記

載

が

あ

る

場

合

（

こ

れ

ら

の

申

告

書

に

そ

れ

ら

の

記

載

あ

る

場

合

（

こ

れ

ら

の

申

告

書

に

そ

れ

ら

の

記

載

が

な

い

こ

と

に

つ

い

て

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

が

な

い

こ

と

に

つ

い

て

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

区

長

が

認

め

る

場

合

を

含

む

。

）

で

あ

つ

る

と

区

長

が

認

め

る

場

合

を

含

む

。

）

で

あ

つ

て

、

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

所

得

の

金

額

て

、

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

所

得

の

金

額

の

計

算

の

基

礎

と

な

つ

た

条

約

適

用

配

当

等

の

額

の

計

算

の

基

礎

と

な

つ

た

条

約

適

用

配

当

等

の

額

に

つ

い

て

租

税

条

約

等

の

実

施

に

伴

う

所

得

に

つ

い

て

租

税

条

約

の

実

施

に

伴

う

所

得

税

税

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

す

る

法

律

（

昭

和

四

十

四

年

法

律

第

四

十

六

号

。

る

法

律

（

昭

和

四

十

四

年

法

律

第

四

十

六

号

。

以

下

「

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

」

と

い

う

。

）

以

下

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

」

と

い

う

。

）

第

三

条

の

二

の

二

第

一

項

の

規

定

及

び

法

第

二

章

第

三

条

の

二

の

二

第

一

項

の

規

定

及

び

法

第

二

章

第

一

節

第

五

款

の

規

定

に

よ

り

配

当

割

額

を

課

さ

第

一

節

第

五

款

の

規

定

に

よ

り

配

当

割

額

を

課

さ

れ

た

と

き

、

又

は

第

十

六

条

第

六

項

」

と

、

同

条

れ

た

と

き

、

又

は

第

十

六

条

第

六

項

」

と

、

同

条

第

三

項

中

「

法

第

三

十

七

条

の

四

」

と

あ

る

の

は

第

三

項

中

「

法

第

三

十

七

条

の

四

」

と

あ

る

の

は

資 料 １
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「

租

税

条

約

等

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

九

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

法

九

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

法

第

三

十

七

条

の

四

」

と

す

る

。

第

三

十

七

条

の

四

」

と

す

る

。

（

保

険

料

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

（

保

険

料

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

五

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

つ

第

十

四

条

の

五

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

つ

た

又

は

控

除

さ

れ

る

保

険

料

（

租

税

条

約

等

実

施

た

又

は

控

除

さ

れ

る

保

険

料

（

租

税

条

約

実

施

特

特

例

法

第

五

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

保

険

料

例

法

第

五

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

保

険

料

を

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

法

第

三

百

十

四

条

の

を

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

法

第

三

百

十

四

条

の

二

第

一

項

第

三

号

に

規

定

す

る

社

会

保

険

料

と

み

二

第

一

項

第

三

号

に

規

定

す

る

社

会

保

険

料

と

み

な

し

て

、

こ

の

条

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

な

し

て

、

こ

の

条

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

２

略

２

略
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杉並区特別区税条例の主な改正点 

 

税
目 

改 正 内 容 施行日 適用関係 

 
１ 給与所得者等に係る扶養親族申告書の提出に関

する規定の創設 

 

平成 24 年度から、扶養親族のうち、16 歳未満

の者に対する扶養控除が廃止されることとなった

が、区民税の非課税限度額制度に活用している扶

養親族に関する事項については、引き続き把握し

ていく必要があるため、給与の支払を受ける者等

で所得税法の規定により扶養控除等申告書等を提

出するものについて、扶養親族に関する事項を記

載した申告書を提出させることとする。 

（区税条例第 25 条の２及び第 25 条の３・地方税

法第 317 条の３の２及び第 317 条の３の３） 

 

 
平成 23 年

１月１日 

 
平成 23 年

１ 月 １ 日

から適用 

 
２ 65 歳未満の者の公的年金等に係る所得に係る所

得割の徴収方法の見直し 

 

公的年金からの特別徴収制度の対象とならない

65 歳未満の公的年金等に係る所得を有する給与所

得者について、公的年金等に係る所得に係る所得

割額を、給与所得に係る所得割額及び均等割額の

合算額に加算して給与から特別徴収の方法により

徴収することができることとする。 

（区税条例第 33 条・地方税法第 321 条の３） 

 

 
平成 23 年

１月１日 

 
平成 23 年

度 分 か ら

適用 

特 

別 

区 

民 
税 

 
３ 非課税口座内上場株式等の譲渡に係る区民税の

所得計算の特例の創設 

 

平成 25 年度から、少額上場株式等に係る譲渡所

得等に係る非課税口座を設けた者について、非課

税口座内の少額上場株式等に係る譲渡所得等の金

額とそれ以外の株式等に係る譲渡所得等の金額と

を区分して計算する等所要の措置を講ずることと

する。 

（区税条例附則第 13 条の３・地方税法附則第 35

条の３の２） 

 

 
平成 25 年

１月１日 

 
平成 25 年

度 分 か ら

適用 

資 料 ２ 



 - 2 -

 

税
目 

改 正 内 容 施行日 適用関係 

特 

別 

区 

た 

ば 

こ 

税 

 

 たばこ税の税率の改正 

 

  たばこ税の税率を、平成 22 年 10 月１日以後に

売渡し等が行われた製造たばこに限り、1,000 本

につき 1,320 円、旧３級品の紙巻たばこについて

は 1,000 本につき 626 円引き上げることとする。

 

 1,000 本につき  旧３級品以外  旧３級品 

＜改正案＞      4,618 円   2,190 円 

＜現 行＞      3,298 円   1,564 円 

（区税条例第 51 条及び附則第６条の２・地方税

法第 468 条及び附則第 30 条の２） 

 

 
平成 22 年

10 月１日 

 
     




